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ごあいさつ 
 

神戸市北区保健福祉部長 横田治郎 
 
この事業は、農家や地域の支援のもと、障害福祉施設等が休耕田を活用し、共同で農業

を通じて障害のある人の就労を支援するプロジェクトで、ふるさと雇用再生事業（国庫補

助事業）を財源に、平成２１年度から２３年度の３年間のモデル事業として進めてまいり

ました。この間、多くの関係機関のご支援をいただきましたこと厚くお礼申し上げます。 
モデル事業の実施を通じて、生産面では作業時間の確保、週末の対応、配送手段の確保、

販売面では端境期の対応等様々な課題も浮かび上がっておりますが、生産者と消費者の関

係を大切にしながら少しずつ解決できればと思っております。 
２４年度以降は、北区地域自立支援協議会の特別部会に位置づけ、３年間の成果を活か

しつつ継続して取り組むこととなっております。引き続き皆様のご理解とご協力をいただ

きますようお願いいたします。 

 
 

謝  辞 
 

社会福祉法人フレンド理事長 岩田峰幸 
 
北区の田畑は四季の移ろいを感じさせ、心を豊かにしてくれます。しかし、農作業を行

っている方々は高齢化し、耕作を放棄した農地が見られるようになってきました。 

そのような状況の中、北区役所は障害者の農業就労を検討する「農でデザインする福祉

のまちづくり事業」を平成 21 年度から 3 年間にわたり実施し、当法人がその事業を受託し

ました。 

北区の障害者就労支援事業所では、草刈りなどの農作業の請負の実績はありましたが、

実際に農業を経営していくとなると、管理作業や販売方法などで戸惑うことが多くありま

した。そのような苦労を繰り返しながら多くの事業所が協力し合い、一歩一歩実績を積み

重ねていくことができたことを嬉しく思います。ご参加くださった事業所の皆様に感謝申

し上げます。 

また、当事業は、地元農家の皆様、関係団体の皆様のご理解とご支援なしには行うこと

ができませんでした。ご協力いただいた皆様に深く御礼申し上げます。 

この 3 年間の事業はスタートであり、農業の事業はこれから 5 年、10 年と長いまちづく

りの視点でじっくりと取り組んでいきたいと思います。今後ともより一層のご支援をお願

い申し上げます。 
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１ 事業の概要 
 
１-１ 事業の背景 

 21年度から 23年度に実施した当事業は、その半年前の 20年 8月、北区社会福祉協議会
が神戸市北区の自立支援協議会の各施設長に呼びかけ、有志による会合から始まった。 
 事業を実施する背景は大きく２つあり、１つは北区のかかえる現状である。 
 神戸市北区は市街地と異なり、山間部の地形を有し、広く整備された圃場の法面は高く

なり、その管理は高齢者には厳しく、経営的にも足枷になっている。農業就労者の高齢化

は年々進み、今後、耕作放棄地の増加が懸念されている。 
 この 3 年間の取り組みでは、地主の方や地区の方に農地管理の信用を得ることができれ
ば、北区内では条件の良い農地を使用できる可能性が高いことが分かった。 
 もう一つの背景は、就労支援事業所の請負作業の減少に対する懸念である。世界的に経

済状況が下降傾向にあり、障害者就労支援事業所まで仕事がまわってこなくなるのではと

心配する施設が多くあった。そこで自主作業を科目に加え、請負作業が無くなっても作業

が途切れないようにしたいという就労支援事業所の思惑である。 
 しかし、この 3年間においては、懸念したような請負作業の減少は幸い見られなかった。 
 障害者就労におけるこの 3 年間の大きな変化は、一般企業への就職が増加したことであ
る。全国のデータでも 20年から 22年にかけて、民間企業の実雇用率は 1.59%から 1.68％、
法定雇用率を達成した企業割合は、45％から 47％でいずれも過去最高を記録している。 
 大変歓迎すべき状況であるが、就労支援事業所においては、作業能力の高い利用者が一

般企業に就職すると、事業所の作業能力は低下する。複雑で日ごとに変化していく農作業

を就労支援事業所は、どうすれば作業科目に取り入れていくことができるか検証した。 
 
１-２ 事業の実施 

 20 年度に施設長有志による会合を４回持ち、就労支援事業所における農業就労にどう取
り組むか相談を重ねた。 
 20 年度末に「ふるさと再生雇用」の募集があり、コーディネーターを雇用し、事業に取
り組むことになった。 
 実施にあたっては、アクションプログラムにあるように、耕作放棄地で農業の就労訓練

を行い、障害者等が就労継続できるコミュニティビジネスを立ち上げることを目標とした。 
 
１-３ 1 年目の取り組み ～農業に触れる～ 

①キックオフシンポジウムの開催 
 事業を開始するにあたり、地域の方々に広く周知し、ご協力をいただくために「キック

オフシンポジウム」を開催した。 
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アクションプログラム図 

 
 
平成 21 年 7 月 11 日、神戸市フルーツ・フラワーパークで「農でデザインする福祉のま

ちづくりシンポジウム」と題し、第一部では、㈱いろどり代表取締役社長の横石知二氏に

ご講演いただき、第二部のシンポジウムでは、地元生産者、民生委員、障害者就労支援事

業所の方々からお話を伺い、約 340名の参加者があった。 
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②販売事業の開始 
 最初に実施した取り組みは、事業所における農産物販売だった。 
 淡河町南僧尾地区を中心とした生産者グループ「おうご農園クラブ」の協力により、21
年 7 月 7 日から、「NPO 法人はっち」が大池で「ピヨピヨ」直売所を開店し、月曜日から
金曜日まで営業した。10月 19日には、「NPO法人にじのかけ橋」が東灘で直売所を開店し、
毎週月曜日に販売に取り組んだ。 
 「かがやき神戸」は 10月より、地元スーパーで月 1回行われている福祉関係事業所のバ
ザーで野菜販売を開始。「みのたに園」は地域福祉センターで行われている「ふれあい喫茶」

で野菜販売を開始した。 
 12月 23日に区役所駐車場で開催される「年末チャリティバザー」には、販売推進と事業
の広報も兼ねて、上野丘更生寮と「はっち」が出店した。 
 3月 21日からは、土曜と日曜に共同農園で採れた野菜の販売をフルーツ・フラワーパー
クの中庭で開始した。 
 一年目から、各施設がそれぞれの施設ができることを模索し、試行を行った。 
 

はっち「ピヨピヨ」直売所 外観      にじのかけ橋 にぎわう店内 

  
 
③モデル（実習）農園の開設 

 すでに農作業を本格的に実施していた施設は２つで、それ以外の農業経験のない施設は

具体的なイメージを持つことも難しく、逆に夢だけが実現性とかけ離れて膨らんでいく傾

向があった。 
 当初の計画にあったモデル農園は、新規に農業への取り組みを希望する施設が、まず実

際に農作業を体験してみる農園として開設することになった。 
 淡河町行原で、約２反と１反の畑 2ケ所を利用させていただき、8月 6日から整備を開始
した。 
 「はっち」は 8月 6日の農園整備から参加し、無農薬栽培での農作業を開始。10月 5日
より、「みのたに園」が同じく無農薬栽培で農作業を開始した。２つの施設はそれぞれ月に
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５日～10 日ほど作業を実施し、指導のみを受け、自力で冬野菜の栽培に取り組み、収穫し
た野菜の販売も各施設で行った。「はっち」は精力的に取り組み、さらに面積を広げ、約２

反の畑で冬野菜を栽培した。 
 慣行栽培を行っている共同農園では、「フレニード」「ヨゼフ寮」「野いちごの会」「グリ

ーンホーム平成」の４施設が収穫作業などを体験した。共同農園の栽培管理はコーディネ

ーターが行った。 
 

モデル農園 募集案内 
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④サポーター説明会 
 11月 24日 10:00～12:00、社会福祉法人上
野丘さつき会 そよかぜ作業所において、「サ

ポーター募集説明会」を開催した。北区内か

ら 7 名の方が参加し、事業説明や意見交換を
行い、大根と白菜の収穫体験と施設の畑の見

学を行った。 
 説明会に参加された１名の方は、2 月 4 日
から継続的に農作業や販売を支援くださった。 
 
 
⑤「津山みのり学園」へ先進施設見学 

3月 17日、岡山県津山市の社会福祉法人「津山みのり学園」へ先進施設見学に行った。
７団体から 11名が参加。多機能型障害者支援施設「セルプみのり」の就労継続 B型「農業
グループ」と「花グループ」の活動を見学した。昭和 40 年の開園時から農業に取り組み、
試行錯誤の末、現在は苗の生産・販売が中心になっている。大きなパイプハウス２棟で天

候の影響を受けずに作業を行える利点は大きい。 
午後からは、牧野恭典施設長から「これからの障害福祉施設のありかた」について講義

いただき、意見交換を行った。津山みのり学園は、児童施設から特別養護老人ホーム、グ

ループホーム村などを運営し、ゆりかごから墓場までの生涯にわたるサービスを目指して

いる。 
障害者が農作業を行うために生産施設のバリアフリー化の先進事例を学ぶことができた。 

 
苗作り作業の視察          牧野園長の講演と意見交換 
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１-４ 2 年目の取り組み ～体験から作業へ～ 

①モデル農園の増設 
 モデル（体験）農園は、淡河町で面積が３反から５反に広がった。 
 当事業は当初からフルーツ・フラワーパーク（FFP）との協力を模索し、敷地のはずれ
にある遊休農地を活用することになった。 
 臨時駐車場としてバラスを敷いて使用されていた畑（1529㎡）はそのまま椎茸の原木栽
培に利用し、南側の畑（963㎡）で野菜を栽培することに関係者で合意した。 
 この FFP 農園の整備は 4 月 15 日から開始し、フレニードが整備から関わり、遊休農地
をきれいな畑に仕上げ、夏の果菜類の栽培を行った。 
 

FFP 農園 整備前              FFP 農園整備後 

 

 

 

 
②「椎茸園」の開設 
 椎茸栽培に取り組む障害者就労支援事業所は多い。農業関係の作業の中では、年間通し

て同じ作業を継続して行うことが可能なために取り入れやすい。 
 椎茸栽培には、原木栽培と菌床栽培がある。神戸市内の障害者就労支援事業所でも、「玉

津むつみの家」は原木栽培、「西神ファーム」は菌床栽培に取り組んでいる。 
 神戸市における農家の椎茸栽培の状況は、農業従事者の高齢化にともない、重い原木栽

培から軽く扱いやすい菌床栽培に移行する傾向がみられる。敬遠されつつある原木栽培が

逆にビジネスチャンスがあるのではないかと考えた。 
 先進事例の視察は、平成 21年 11月 30日「玉津むつみの家」、22年 8月 3日「あけぼの
学園るりけい寮」を訪問し、椎茸の原木栽培を導入する手ごたえを感じることができた。 
 導入するに当たり、栽培に適した林を探したが、利用できる林が見つからず、遮光ネッ

トを張ったパイプハウスで栽培することになった。椎茸栽培ハウスは、日本財団の助成を

受け、平成 23年 1月 29日に完成した。 
 2月 2日に、東北産の原木を 2000本購入し、菌打ち（植菌）作業を開始。菌打ち作業は、
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フレニード、はっち、かがやき神戸の３施設が行った。作業に当たり、2月 7日、日本きの
こセンターの技師を講師に「原木栽培講習会」を開催し、５つの事業所が参加した。 
 椎茸は植菌から収穫まで一年かかるため、本格的に作業を開始する前の訓練のためにす

でに収穫可能な原木を六甲山牧場から 200本、上野丘更生寮から 200本購入した。 
 3月 7日には、地元関係者もお招きし、「開園式」を開催。約 30名の列席者があった。 
 

開園式後、植菌作業を視察            椎茸園 外観 

  
 
 
③販売活動の推進 
 上野丘更生寮とフレニード、陽気寮の３施設で栽培したジャガイモとタマネギの２品目

に絞って、関係施設や団体に注文販売を行った。しかし、注文数は振るわなかった。商品

の知名度や信用の低さ、また商品が物理的に重く自宅まで持ち帰る負担が大きいことが原

因として考えられた。 
 

清心ホームの野菜販売       年末チャリティバザーでの野菜販売 
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 直売所は、清心ホームが 7月 20日より、北鈴蘭台で「おうご農園クラブ」の協力を得て
野菜販売を開始した。かがやき神戸は、11月 26日から広陵町で野菜の試験販売「かがやき
市」を実施したが、区内の福祉施設の野菜は 2 月の端境期には出荷が全くなくなり、継続
を断念した。3 月 1 日からは、「作業所すず」で加工品の販売を開始し、関係する直売所は
４ヶ所になった。 
 イベントでは、Fの会の「収穫祭」で各生産施設が販売。年末チャリティバザーへは、生
産施設が共同で出店した。 
 
④ロゴマーク原画コンテストの開催 
 神戸市社会福祉協議会が大学や行政と連携して障害者就労支援事業所が生産する商品の

デザインや販路などを支援する「授産商品開発プロジェクト」に応募し、ネットワークの

統一マークと各商品のデザインの作成を支援していただくことになった。 
 ロゴマークの作成は、原画を関係施設の利用者から公募することにし「ロゴマーク原画

コンテスト」を開催。11月 29日から 12月 15日まで受け付け、106点の応募があった。 
 一次選考会は、12月 17日に、神戸芸術工科大学の見寺教授と柊研究員の協力を得ながら、
4点の作品を選んだ。二次選考会は、2月 6日に開催された「授産振興シンポジウム」の会
場で、原画からデザインされた４つのマークにシンポジウムの参加者が投票し、斎木康祐

さんの原画をもとに描いたマークが選ばれた。 
 

一次選考会の様子             二次選考会の様子 

  

 
⑤「農＆福祉ボランティア体験ツアー」の開催 
 学生等の若者が農業や障害者福祉に触れる機会は多くない。当事業のサポーター（理解

者・協力者）を育て、増やすことを目的に、学生を対象とした「農＆福祉ボランティア体

験ツアー」を開催した。12月 3日・4日の 1泊 2日で、４大学から 9名の参加者があった。 
 1日目の午後は、施設利用者と一緒に農作業、夜は施設職員との交流会。2日目は、午前
中は、選択プログラムで、施設での農作業か障害者との買い物ガイド体験、午後は講演会。 
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 参加者はアンケートに、貴重な体験ができ、もっと農業や福祉について学びたいと記し

た。 
 

農＆福祉ボランティア体験ツアー チラシ 
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１-５ 3年目の取り組み ～作業から事業へ～ 

 
①部会の立ち上げ 
 3年目からは、生産、加工、直売所の３つの部会を立ち上げ、作業効率の向上や商品の開
発や改善、販売促進に取り組んだ。また各事業所の売上を報告、公表し、事業としての意

識向上を目指した。 
 
②生産部会の取り組み 
 生産部会は、4回の会合を持ち、生産に取り組む上野丘更生寮、はっち、フレニードが参
加。作付計画や利用者への作業指導方法などの意見交換を行った。 
 夏の果菜類の収穫作業を向上するために、収穫カゴやコンテナを 56個、収穫ハサミを 23
個整備した。 
 「地域ふれあいまつり」、「年末チャリティバザー」、児童館が開催するフリーマーケット

など多くのイベントで野菜の出張販売を行った。 
 他の部会や施設との協力や連携を実施した。具体的には、上野丘更生寮で採れた椎茸の

乾燥を、乾燥器を所有している「かがやき神戸」と協力して実施した。ミョウガを安く入

手したい「すずらんの里」は上野丘更生寮のミョウガ畑を訪問し、ミョウガの収穫を自分

たちで行った。 
 

かがやき神戸で椎茸乾燥       上野丘更生寮でミョウガの収穫作業 

  
 
 
③加工部会の取り組み 
 加工部会は、6 回の会合を持ち、農産物加工に取り組む、上野丘更生寮、かがやき神戸、
すずらんの里、清心ホーム、はっちが参加。佃煮や漬物を主とした新商品の開発や包装の

改善などに取り組んだ。生産部会と連絡を取り合い、旬の新鮮な野菜の規格外品を仕入れ、

材料費を抑える取り組みを行った。 
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 10月 24日に、道場町の漬物生産者、藤原辰彦氏を講師に研修会を行った。 
 11月 1日からは、兵庫県楽農生活センター楽農学校アグリビジネス加工コースに 3名が
受講した。 
 1月から、すずらんの里にラベルプリンターを試験導入し、外見と作業効率の向上に取り
組んだ。 
 

漬物加工研修会              加工品の検討 

  
 
④直売所部会の取り組み 
 直売所部会は平成 22年度から 8回開催。直売所の運営、利用者の作業内容などを相談し
た。 
 直売所は、7月 1日にみのたに園が松ヶ枝ショッピングセンター内に「ファクトリーたけ
ふ」を開店、自家栽培と地元生産者の野菜を販売。 
 7月 4日からは、兵庫区のいかり共同作業所が、月 2回、地元地域センターで「まちなか
市」を開催し、北区の福祉施設の野菜を販売。販売に取り組む関係事業所は 7 カ所になっ
た。 
 

販促用のぼり             配送車用マグネットシート 
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⑤ロゴマークの作成 
 22年度の授産商品開発プロジェクトで選ばれた原画をもとに 4種類のロゴマークを作成。
野菜や加工品に張り付けたり、配送車のマグネットシート、直売所用の「のぼり」などを

作成し利用している。 
 
⑥配送支援の実施 
 生産施設と野菜を加工や販売のために必要とする施設の間で、配送手段が確保できずに

販売を断念するケースがあったために、12月 1日より配送スタッフ 1名を雇用し、週 4日
の配送支援を開始した。 
 12 月は出荷量が多く、収穫と出荷準備に追われる生産施設にとって、配送の人員や時間
的な負担が軽減され、作業効率を向上することができた。 
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施設名 NPO 法人 はっち 

代表者名 田畑 玲子 担当者名 樫原 茂憲 

所属部会 生産部会 ・ 加工部会 ・ 直売所部会 

●取り組んだ具体的な内容 

・ 生産・加工・直売と 3 部門を展開し現在にいた

っています。西大池にて、直売所「はっちの店

ピヨピヨ」をオープンさせ、淡河農園クラブ・

協力農家・関係機関から新鮮野菜を仕入れ、委

託契約で販売しています。定期的に移動販売（小

部・鶴甲）にも出て、地域の方からも好評を得

ています。平成 22 年度からは自家農園での野菜

作り（無農薬栽培）にも本格的に取り組み始め、

旬の野菜を店頭に並べ提供しています。 

 

  生産では淡河で 3 反程の畑 

 

 

 

●得られた成果（達成できたこと、判明した課題、など） 

・ 対面販売では、レジ打ちや提案などで適材適所に合った利用者さんが関わることで活気

が出ている。少しづつ収穫野菜が増え、お客様にもはっち畑の野菜をアピールできてき

ている段階である。野菜作りとは人を育てることに等しく、愛情を掛けることでより美

味しい作物になってくれるのだということを協力頂いている農家の方から教わり、実感

している。まさにその通りで四季を通じて様々な手立てが必要で大変な仕事だと感じ

る。 

●来年度以降の計画、展望 

・ 1 日たりとも放っておけない夏野菜の生産・調整。 

・ 利用者の方が中心となって栽培⇒収穫⇒袋詰めまでを担う流れを確立できればと考え

て取り組んでいる。果実生産・花（ドライフラワーを自主制作品として使用する） ま

た、ジャムへの加工など展開できればと思う。 

 

○その他 自由記入欄 

・北区の特長を生かした生産物の栽培やきたベシねっとならではの生産品作り。 

 

 



 

23  

 

   

 
34 

 

 



 

23  

 

   

 
35 

 

 



 

23  

 

   

 
36 

 

 



 

23  

 

   

 
37 

 

 



「農でデザインする福祉のまちづくり事業」報告書 
活動の記録（年表） 

 

   
 38  

■活動の記録 

 
平成 20 年度 

8月  施設長有志による会議「農による就労支援の可能性について」 
9月  施設長有志による会議「各施設の取り組み状況と問題点について」 
1月  関係施設長会議「農による障害者就労支援の具体化について」 
2月  関係施設長会議「農と障害者等就労支援プロジェクトについて」 

平成 21 年度 

4月 1日 北区役所が社会福祉法人フレンドに業務委託 
5月 1日 コーディネーター2名を雇用 

 １日 -15日 コーディネーター 施設実習 
5月 12日 第 1回施設長会議 
6月 1日 第 2回施設長会議 
6月 1日 しあわせの村シルバーカレッジへ事業説明 
6月 15日 第 3回施設長会議 
7月 7日 はっち 大池に「ピヨピヨ」直売所を開店 
7月 11日 「キックオフシンポジウム」を開催 
7月 22日 「北区のまちづくりを考えるシンポジウム」パネラー参加 
8月 3日 第 1回プロジェクト会議 
8月 6日 淡河モデル農園の整備開始 
8月 6日 はっち 淡河モデル農園で農作業を開始 
8月 11日 第 4回施設長会議 
8月 21日 各施設で野菜の苗づくりを実施 
9月 9日 にじのかけ橋 農園視察 
9月 15日 淡河モデル農園 仮設トイレ整備 

10月 5日 みのたに園 淡河モデル農園で農作業を開始 
10月 7日 第 2回プロジェクト会議 
10月 19日 にじのかけ橋 東灘に直売所を開店 
11月 10日 第 5回施設長会議  
11月 24日 サポーター説明会を開催 
11月 28日 にじのかけ橋 収穫体験と畑の見学会 
11月 30日 しいたけ栽培視察「玉津むつみの家」 
12月 7日 かがやき神戸 ジャスコで野菜販売 
12月 14日 みのたに園 ふれあい喫茶で野菜販売開始 
12月 16日 第 6回施設長会議 
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12月 23日 年末チャリティバザーで野菜販売 
1月 16日 フルーツ・フラワーパークで野菜販売を開始 
1月 27日 鈴蘭台中央民児協研修会で事業報告 
2月 20日 キムチ教室を開催 
2月 24日 第 7回施設長会議 
3月 4日 「北区ふれあい喫茶交流会」で野菜の出張販売を宣伝 
3月 10日 施設見学会「津山みのり学園」 

平成 22 年度 

4月 13日 モデル農園にパイプ倉庫を設置 
4月 15日 フレニード FFP農園の整備を開始 
4月 18日 大沢農業塾を受講 
4月 21日 イベントブルゾンを 25着制作 
5月 13日 宗像市議会社会常任委員会視察 
5月 17日 FFP農園 倉庫と仮設トイレを整備 
5月 28日 第 1回施設長会議 
6月 22日 ジャガイモとタマネギの斡旋販売を開始 
6月 28日 親和大学実習生受け入れ 
7月 9日 「ふれあい給食交流会」で事業説明 
7月 20日 清心ホーム 北鈴蘭台で野菜販売を開始 
7月 21日 フレニード めぐみの郷への出荷を開始 
7月 26日 第 2回施設長会議 
7月 26日 はっち 漬物の試作を開始 
8月 3日 しいたけ栽培視察「あけぼの学園るりけい寮」 
8月 4日 フレニード FFP花売店で野菜販売を開始 
8月 9日 「新商品開発プロジェクト」二次選考会でプレゼンテーション 
9月 2日 3日、授産商品開発プロジェクトの支援者が事業を視察 
9月 24日 授産商品開発プロジェクトの支援者によるワークショップを開催 
9月 29日 第 3回施設長会議 

10月 8日 農村工学研究所による事業のヒアリング 
10月 23日 24日、Fの会「収穫祭」で各事業所が野菜販売 
10月 26日 かがやき神戸 奈良県の東吉野村にヨモギ栽培を視察 
10月 27日 かがやき神戸 淡河農園でヨモギ栽培を開始 
10月 28日 第 1回加工部会 
10月 29日 関西学院大学人間福祉学部で学生ボランティアツアーの説明 
11月 13日 授産商品開発プロジェクト「インクルーシブデザインワークショップ」参加 
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11月 26日 かがやき神戸 広陵町で野菜の試験販売「かがやき市」を実施 
11月 29日 第 4回施設長会議 
11月 29日 -12月 15日 ロゴマーク原画コンテスト 作品募集 
12月 3日 障害者週間啓発記事に掲載 
12月 3日 4日、「農＆福祉学生ボランティア体験ツアー」開催 
12月 4日 「北区ふれあい講演会」で事業説明と農産物の販売 
12月 8日 第 2回加工部会 
12月 11日 上野丘更生寮 二郎苑へ給食用野菜販売を開始 
12月 17日 ロゴマーク原画コンテスト 一次審査 
12月 23日 年末チャリティバザーで野菜販売 

1月 24日 第 5回施設長会議 
1月 29日 椎茸園 パイプハウス完成 
2月 2日 椎茸園 ホダ木 2000本導入 
2月 3日 第 3回加工部会 
2月 6日 「授産振興シンポジウム」にパネラー参加 

ロゴマーク原画コンテスト二次審査 参加者による投票 
2月 7日 椎茸園 六甲山牧場よりホダ木 200本購入 
2月 7日 椎茸園 「原木栽培講習会」 
2月 7日 -9日 椎茸園 植菌作業 
2月 10日 第 1回直売所部会 
2月 21日 第 6回施設長会議 
2月 24日 第 4回加工部会、おうご農園クラブ六甲直売所視察 
3月 1日 作業所すず 加工品販売を開始 
3月 7日 椎茸園 開園式 
3月 10日 「障がい者就労研修会 inつくば」で発表 
3月 15日 椎茸園 運搬車導入 
3月 23日 第 2回直売所部会 
3月 24日 第 7回施設長会議 

平成 23 年度 

4月 7日 第 1回加工部会 
4月 20日 第 1回直売所部会 
5月 16日 第 1回施設長会議 
5月 19日 椎茸園 上野丘更生寮よりホダ木 200本購入 
5月 26日 第 2回直売所部会 
5月 30日 第 1回生産部会 
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6月 3日 第 2回加工部会 
6月 8日 はっち 淡河町の生産者が出荷用コンテナ 20個寄贈 
6月 14日 親和大学実習生受け入れ 
6月 20日 第 3回直売所部会 
7月 1日 みのたに園 「ファクトリーたけふ」を開店 
7月 4日 いかり共同作業所 野菜販売を開始 
7月 6日 第 4回直売所部会 
7月 8日 第 2回生産部会 
7月 15日 フレニード ありの児童館で出張販売 
7月 16日 フレニード 南五葉児童館で出張販売 
7月 16日 はっち 大池夏まつりで野菜販売 
7月 19日 第 2回施設長会議 
7月 26日 生産部会 収穫カゴ、コンテナを 56個整備 
8月 4日 第 3回加工部会 
8月 6日 上野丘更生寮 すずらんの里とミョウガの収穫作業 
8月 10日 第 5回直売所部会 
8月 11日 生産部会 収穫ハサミを 23個整備 
8月 19日 第 3回生産部会 
8月 19日 親和大学研修生にレクチャー 
8月 25日 足立区役所から視察 
9月 9日 パンフレット A4・4ページ、2000部作成 
9月 19日 第 3回施設長会議 

10月 6日 第 4回加工部会 
10月 7日 第４回生産部会 
10月 19日 椎茸園 発生ハウスにバラス敷き工事 
10月 22日 清心ホーム「収穫感謝祭」 
10月 24日 加工部会 漬物加工場見学会 
10月 26日 育成会北支部親の会 大沢農園でいも掘りと黒枝豆の収穫 
10月 27日 第 6回直売所部会 
10月 29日 -30日 Fの会「収穫祭」で各事業所が野菜販売 
11月 1日 兵庫県楽農生活センター楽農学校アグリビジネスコースに 5名受講 
11月 5日 ゆうわ福祉会「バザー」に野菜・加工品を出荷 
11月 9日 第 4回施設長会議 
11月 9日 ロゴマーク 4種類が完成 
11月 11日 第 5回生産部会 
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11月 19日 のぼり 30本制作 
11月 21日 第 3回プロジェクト会議、ロゴマーク原画コンテスト表彰式 
11月 26日 生産部会 かがやき神戸「地域ふれあいまつり」で野菜販売 
11月 29日 フレニード ありの児童館で野菜販売 
12月 1日 配送スタッフを雇用 
12月 2日 配送支援を開始 
12月 2日 椎茸園 発生ハウスにミスト散水設備設置 
12月 8日 第 5回加工部会 
12月 23日 生産部会 年末チャリティバザーで野菜販売 

1月 18日 第 5回施設長会議 
1月 27日 椎茸園 ホダ場ハウスにミスト散水設備設置 
1月 31日 すずらんの里 品質表示用ラベルプリンターを試験導入 
2月 9日 第 6回加工部会 
3月 7日 講演会「農に取り組む障がい者施設への応援メッセージ」 
3月 7日 第 6回施設長会議（全体会議） 
3月 17日 かがやき神戸 サテライトショップ プレオープン 
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■ロゴマーク 
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